
Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuln 　 College

寺林 ：モ ン テ ス キ ュ
ーとデ ュ ル ケ ム

モ ン テス キ ュ
ー とデ ュ ル ケ ム

社会科学的思考の 系譜

寺　林 脩

1 ． は じめ に

　現代社会学の 創設者の
一

人で あるデ ュ ル ケ ム （Durkheim ，
　Emile　1858−1917）は、彼 の 社 会

理 論や社会哲学 （社会観 と人 間観）の 形成や 展開にお い て、フ ラ ン ス の 啓蒙思想 （illumination）、

と くに モ ン テ ス キ ュ
ー 1］

　（Montesquieu，　 Charles　 Louis　 de　 Secondat　1689−1755） とル ソー

（Rousseau，
　Jean−Jacques　1712−1778）の 影響 を強 く受 けて い る 。

　デ ュ ル ケ ム が 継承 し発展 させ た知的伝統 を、モ ン テ ス キ ュ
ー

とル ソ
ー

に限定 して強調す る こ

とは で きな い
。 しか し、サ ン ・シ モ ン （Saint−Simon，　Claude　Henri　1760−1825）や コ ン ト（Comte ，

Auguste　1798−1857）、 また デ ュ ル ケ ム と同時代 の フ ラ ン ス や イ ギ Il
ス や ドイツ の 諸 々 の 学派

や学者 た ちとは 異なる影響 を、デ ュ ル ケ ム の 社会理論や 社会哲学の 根幹 に関わる影響 を、 換言

すれば デ ュ ル ケ ム の 体質に 関わ る影響 を モ ン テ ス キ ュ
ー

とル ソ ー
か ら受 けて い る 。 そ れ を

一
般

化 して 言えば、合理 主義的な科学的精神 と人道主義的な民主 主義の 政治的理 念で ある。 しか も、

科 学 と政 治 の 相 互補 強的な関係に 対す る確信 で ある。

　高等師範学校を卒業 した若きデ ュ ル ケ ム の 社会学者 と して の 立脚点は、既成の 哲学的 な諸 々

の 学説や そ の 周囲の 風潮に 対す る満 た されぬ思 い と、第三共 和政 （1870−1940）の 道徳的統
一

の 再建に貢 献した い とする願 い で ある。
2〕

前者の 思 い は、自然科 学的 な実在 の 説明 を社会現 象

に も求め る、実証主義的な方法論的態度を決定した 。 後者の願 い は 、連帯、 自殺、教育、宗教

な どの 道徳的現象 を中心テー
マ として選 び、道徳的統合の 理想的効果を論 じ、実践の ため の 提

唱 として結実す る価値評価的態度を決定した 。
つ ま り、客観的な独 自の 研 究対象 と方法論を確

定 した 経験科学 として の 社会 学の 構築 と、そ の 科 学の 研 究成果 に よる現実社会 の 道徳的再統合

で ある。社会学 を生 み 出 した フ ラ ン ス で は あるが 、社会科学で は イギ リス や ドイツ に遅 れ を と

っ て い た 。ま た 第三 共和政 は 、 左右 の 対 立や労使 の 対立 が 激化 し不安定な世情が 続 い て い た。

デ ュ ル ケ ム に と っ て 、社会学 こ そ科学 と政治の 道 を両立 させ 、知識 と行動 へ の要求 を満足 させ

る もの と考え られ た。

　思想史家 ヒ ュ
ーズ は、次 の よ うにデ ュ ル ケ ム の 姿勢 を述 べ て い る。

　「19世 紀 末の 思想家の うち、デ ュ ル ケ ム は 民主主義 的、人道主義的な諸価値の 戦 闘的な鼓吹

者 として の 活動にお い て い ささか も動揺する こ と の なか っ た 唯
一

の 思想家なの で ある 。
バ レ

ー
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ドが 嘲笑 し、クロ
ーチ ュ や モ ス カが超然的懐 疑主義 の 眼で 見たす べ て の もの の ため に、彼は勇

敢 に戦 っ た の で ある。 デ ュ ル ケ ム に は、科学 と民主主義 とは相互 に補強 しあ うも の と考 え られ

て い た 。 彼は啓蒙思想の 真の 子 で あ っ た の であ る。」
3〕

　啓蒙思想 （啓蒙思潮、啓蒙主義 と同義〉は、17世 紀末か ら18世紀 の ヨ ー ロ ッ
パ に おけ る文化

運動 で あ る。政治史的に は、イギ リス 名誉革命か ら フ ラ ン ス 大革命 に至 る時代で ある。フ ラ ン

ス の 啓蒙思想は 、 イギ リス の 市民社会の 成立、自然科学 の 進展、ロ ッ クや ヒ ュ
ー

ム に代表 さ れ

る経 験論 の 科学的認識論や 、政 治 と倫理 と宗教に 対す る自由主義な どを背景 に 、 フ ラ ン ス 絶 対

王政下に お い て 急進 的な現実批 判 の 思想運動 に なる。原理 的には、反宗教的、反形而上学的思

考 を自然の 認識の み な らず社会 の 認 識 に も適用 する。そ して、啓蒙 とい う広義の 教育に よっ て

旧体制 の 権威や 偏見や 俗信か ら理性 を解放 して 、社会的不平等や不 自由を取 り除 こ うとする も

の で ある。 自然法思想に 基 づ く市民社会の 原理 （基本的人権 と民主主義）を、近代社会 の 基本

的理 念 として 定着 させ た歴 史的意義は計 り知 れ な い
。

　啓蒙思想家の 思想の 全体像 を要約す る と、哲学的には、形而上学批判の 立場か ら科学的 自然

主義が 徹底 され 、唯物論や実証主義が 論 じられ る 。 倫理 的に は、相対主義的な理 性道徳や 功利

主義 、 幸福説 な どが強調 され る。政 治的、社会 的に は、規範や 制度の 自然法的基礎 づ けや社会

契約説が 定着す る。 また、法の 前の 平等に よ る民主的秩 序の 実現 が求 め られ る。宗教的に は、

既 存 の 宗教 に 反 対 して 寛容の 精神が 説か れ、科学 との 調停 を図 る理 神論あ る い は 無神論が 支持

を得 る。平易に言えば、すべ て の 人間に 備 わ っ て い る理 性 に 人々 が 目覚め れば 、 自ずか ら理性

に 適 合 した認識や社会の 秩 序を構想で き る。教育に よ っ て それが 実現で きる。理性的に進歩 し

た 人間 と社会に よ っ て 、 人間の 道徳的改善 と社会の 民主主義的理想状態は進展す る。そこ で は、

人 間主体 の 自律性 とそれに 基づ く合理 的秩序の 形成が 強 く求め られ る 。 理性に対する絶 対的な

信頼 と、歴 史の 進歩に 対する楽観的な確信 に 、フ ラ ン ス 啓蒙思想 の 特徴が ある。 モ ン テ ス キ ュ

ー
と ル ソ

ー
は代表的な啓蒙思想家 である。

　デ ュ ル ケ ム が モ ン テス キ ュ
ー

や ル ソ
ー

の い か なる思想や理 論に注 目 し、大 きな影響 を受けた

か 。
ル ソ

ー
に関 して は稿 を改め るが 、モ ン テ ス キュ

ーに 関 して は後の 章で 論 じる。こ こ で は 、

フ ラ ン ス 啓蒙思想の 雰囲気 を、デ ュ ル ケ ム が 19世紀末 の フ ラ ン ス に お い て まれ に も持 ち続け て

い た こ とを強調 して お きた い 。当時の フ ラ ン ス の 思想界 では、観念論 の 再編をめ ざす新 カ ン ト

学派が優 勢で あ っ た
。 実証主義者 コ ン トが 晩年 に 人類教 に 走 っ た た め 、反実証主義、反社会学

の 風潮が 強か っ た 。フ ラ ン ス 国民の 意識 に は、懐疑主義 と享楽主義 、 不安感や 危機意識が 広が

っ て い た 。 政 治的、経 済的な閉塞状況に原因 を求め る こ とが で きる。デ ュ ル ケ ム は実証主義 的

方法論に よ っ て 現代社会学 を構築 し、その 成果 に よ る社会改革の 提 言を模索 し て い た 。
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2 ． デュ ル ケム 社会学の 形成

　社会学者デ ュ ル ケ ム の最大 の 師は コ ン トで ある。 コ ン トの 師 であるサ ン
・

シ モ ン 以来の 実証

主義の 正 統 な継承者で ある こ とを、デ ュ ル ケ ム は 自認 して い る。実証主義
4〕

（positivism）と

い う語は 、自然科学の 方法論 の 哲学へ の 敷衍 をさす語 と してサ ン ・シ モ ン が用 い た の に 始 まる。

　サ ン ・シ モ ン は 社会 の 基盤 を経済 に求め 、経済史観 の 立 場か ら労働 と科学に よ っ て組織され

た集権的社会 をめ ざ し、産業主義 を標榜す る 。 産業者 を重要視 し、階級的不平等に強 い 嫌悪感

を示 した。唯物史観や社会主義思想の 先駆 者とみ な され る の は上記の 理 由に よる 。 サ ン ・シ モ

ン の 弟子の コ ン トが 師か ら継承 した もの は 、社会革命家 として の 師で は な く、実証主義者 と し

て の 師で ある 。 サ ン ・シ モ ン は形而上学の 超経験 的仮説に よる社会現象の 説明 を退け、観察さ

れ た事実に基づ く実証的方法 に よ る統
一

的な説明 を提唱する 。 産業社会 を有機的なひ とつ の 機

械 として 相互連関的に とらえ よ うとする社会生理 学的視点 と 、 階級闘争と社会革命 の 不可避性

の 論議に つ なが る精神的支柱 として の 宗教 へ の 言及 とい う人間科学的視点は、 コ ン トを経 由 し

てデ ュ ル ケ ム に大き く影響 して い る。デ ＝ ル ケ ム の 未完 に終 わ る社会 主義論 は、サ ン ・シ モ ン

の 研 究で ある。

　 コ ン トはサ ン
・シ モ ン の 学問的体 系化の ため に社会学 を創設 し、そ の 方法的原理 として実証

主義 を規 定する 。 社会学 と い う語は 、 コ ン トが 『実証哲学講義』 （1830−1842）の なか で、ラテ

ン 語 とギ リシ ア語 の 合成語 として sociologie （socius ＋ logos）を用 い た の に 始ま る 。 それ 以

前は、社会現 象の 実証科学 と して 、政治学の 科学的法則学 と い う意味か ら社会物理学 と名づ け

られて い た 。また 、 コ ン トは 『実証精神論』（1844）の な か で 、実証 的 （positif）と い う語の

意味 を、現実的、有用的、確定 的、明証的、積極的、相対的 とい う語で特徴づ け て い る 。 と く

に実証精神 の 積極的な建 設的意義 と、実証科学の相 対的 な客観 的意義 を、 コ ン トは 強調 して い

る。

　 デ ュ ル ケ ム が継承す る フ ラン ス の 科学 として の 実証主義的社会学は 、自然科学的法則 を社会

現象に も見 い 出 し、 コ ン トの 「予見するた め に見る」と い う合理 主義的社会再組織化へ の 貢献

を企 図する もの で あ る 。
コ ン トに お い て は 、社会の 形態や組織 を論 じる社会静学 と、社会 の 歴

史 的発展 を論 じ る社会動学 とか らな る社会 学が 、 実証哲学体系の 頂点 をなして い る 。
コ ン トの

歴史観 は、社会進化 の 根底に 人知 の 発展段階 を定め る。神 学的段 階 （13世 紀 ま で ）、形而 上 学

的段階 （14−18世紀）、実証的段 階 （大革命以後）で ある。フ ラ ン ス 大革命後の 混乱 した社会 （19

世 紀前半）に新秩 序を与え、政治 的統
一

に 導 くため に、 コ ン トは社会学に 期待 して い た。

　学 問的体系化に と ど まっ た コ ン トに 対 して 、デ ュ ル ケ ム は社会現象 の 実証的研究 （『自殺論』、

『道徳教育論』、 『宗教 生 活の 原初 形態』な ど）に 大 きな成果 を得 る。デ ュ ル ケ ム の 知的伝統

の 継承 の 骨子に なる の は、サ ン
・シ モ ン と コ ン トの 理念 を近代科学的に結合 した もの であ り、

具体的研 究 に お い て 実践的課題 に 応 答す る精神 で ある 。 モ ン テ ス キュ
ー

とル ソーをデ ュ ル ケ ム
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に つ な ぐ存在が 、サ ン ・シ モ ン と コ ン トで ある。

　デ ュ ル ケ ム 社会学の 形成や展開には 、サ ン
・シ モ ン の 産業社会論や社会主義論、 コ ン トの 実

証主義や社会進化論以外に 、多くの 学派や 学者の思想や理 論か ら多く影響 を受 けて い る こ とが

見 い 出せ る 。

　高等師範学校 の 師で ある フ ユ ス テル
・ド・クーラン ジ ュ か らは科学的な歴史的方法が 、同じ

くブー トル ーか らは要素 に対す る総合 の 特質 に つ い て の 観念が 学び取 られて い る。 また 、社会

有機体説は ス ペ ン サ
ー

か ら、社会類型や 集合表象の 観念は エ ス ピナ ス か ら、人格主義は新カ ン

ト学派の ル ヌ ヴ ィ エ 、お よび 彼 を通 して カ ン
’
トか ら影響 を受けて い る。 ドイ ツ の ヴ ン トや イェ

リン グか らは道徳 的事実 の実証的研究に、イギ リス の 人類学者た ちか らは未開社会 の 実証的研

究に触発 され て い る 。 また、19世 紀後半に おけ る ヨ
ー

ロ ッ パ の 実証主義に は 、地理 学派 （ル ・

プ レ
ー

な ど）、 生物学的社会学派 （ス ペ ン サ
ー

、
ウ ォ ル ム ス

、
エ ス ピ ナ ス な ど〉、 心 理 学的社会

学派 （タル ド、ル ・ボ ン など）が あ るが 、デュ ル ケ ム は それ らの理論 を厳 しく批判する形で、

独 自の 実証主義的社会学 を構築する 。

　 デ ュ ル ケ ム の最初の 論文は 、社会実在論者 シ ェ フ レ の 『社会体の 構造 と生活』に つ い て の 書

評で ある 。 社 会が単 な る個 人 の 総和 では な く 、 それ以上 の 質 を異にす る固有な実在 で ある とい

うデ ュ ル ケ ム の 社会観は、シ ェ フ レ か ら学 ん だ もの であ る。ま た 、シ ェ フ レ が社会構造 の 基体

を形態学的に と らえて い る点は、デ ュ ル ケ ム に ス トレー トに継承 され て い る と思わ れ る。

　デ ュ ル ケ ム は初期に お い て、社会の 実在性の 論拠 で あ る 「もの 」 として の 社会的事実の 外在

性 と拘束性 を説明概念 とす る、社会形態学的説明 か ら出発す る。客観的な社会 的事実 （すべ て

の 行為様式 と存在 形式）を客観的な社会 的事 実で 説明す る 。 そ して次第に 、個 人意識に 還元で

きな い 、個 人意識の 相互作用で 形成 され る集団共有 的な思惟や感情や行動 の 様式で ある集合意

識 （宗教、道徳、法、経 済、芸術、世論な ど）を説明概念 とす る、社会 生理 学的説明 に重点 を

移 す。集合意識相 互の 関連に お い て集合 意識 を説明する。 また、社会現 象の 起 源 に 関する因果

分析 とともに、社会的要件に関す る機能分析が 多用 され る。デ ュ ル ケ ム の 語で は発生法 と共変

法で あ る 。

　デ ュ ル ケ ム に よ っ て後 に概念 化 され る社会 は、独 自の 実在で あ り、 究極 的に は社会的理 念や

理想 として の 集合 意識で ある。その 形式化 された もの は 社会的組織や制度や 慣習で あ り、そ の

象徴化 され た もの は宗教や 道徳や 芸術 な ど で ある 。 もち ろん 、 社会的基体 で ある人 口 や居住形

態や 交通路 などの 人為的環境 も社会概念に 含 まれる。 した が っ て 、デ ュ ル ケ ム は単なる社会実

在論者で は な い 。社会は そ の メ ン バ ー
であ る個 人 の 意識 を通 して しか考 えた り、感じた り、意

志す る こ とはで きない 。しか し、個人 的な感覚や欲求 の 次元 を超 えて考 え感 じ意志 して い るの

は社会で ある 。 社会の 実在性は個人外在的なもの か ら、個 人内在的な価値や規範 として 、後期

の デ ュ ル ケ ム は とらえるよ うに な る。社会 と個 人の 相互浸透性や 相互依 存性 も絶た れて い ない
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ー

とデ ュ ル ケ ム

とい う意味に も留意して 、 人 口 か ら理 念、理想 を含む故に、デ ュ ル ケ ム は広義の 観 念論的社 会

実在論者で ある。

3 ． デ ュ ル ケ ム の モ ン テ ス キ ュ
ー研 究

　 ア ロ ン が 『社会学的思考 の 流れ』
5｝

（1967）を著 して 以来、20数年、 フ ラ ン ス 語で 書か れ た

社会学の 歴史書 は見あた らな い
。 それ 以前で は、ギ ュ ル ヴ ィ ッ チの 『社会学概論』

6｝
（1958）

が ある 。 英語 で は 、
コ ーザ ーの 『社会学的思考の 持 ち主』

7）
（1971＞が 注 目 され る くら い で あ

る。近年 にな っ て、シ モ ン や ヨ ナ ス が 、同タ イ トル の 『社会学 の 歴 史』
8｝

（い ずれ も1991年）

を出版 して い る。

　 フ ラン ス で は社会学の 歴史 を論 じる場合、モ ン テ ス キュ
ーか ら始め るこ とはよ くある。ア ロ

ン や ヨ ナ ス、また デ ュ ル ケ ム も、モ ン テ ス キ ュ
ー

を社会学 の 始祖 と定めて い る 。 シ モ ン は古代

ギ リシア哲学に 社会学の 起原 を求め て い るが 、歴 史上の 最初 の 社会学者と して モ ン テ ス キュ
ー

をあげて い る。イギ リス 、 ドイ ツ 、ア メ リカ、 日本 な ど で は、社会学の 命名者 である コ ン トを

社会学の 始祖 とする の が 一般 的で ある。 フ ラ ン ス で は 、 デ ュ ル ケ ム や ア ロ ン の 影響 もあ っ て 、

啓蒙思想 と現代社会学 の つ なが りを重要視 す る傾 向が ある。

　ア ロ ン は 前掲 書の 冒頭で 、 「モ ン テ ス キ ュ
ー

を社会学の 先駆 者の
一

人 と考 え る の で は な く、

む しろ社会学の 偉大 な理論家の 一
人 と考 え る」

9〕
と述 べ て い る 。 ア ロ ン に よれば、モ ン テス

キ ュ
ーの 『法の 精神』 （1748）が論究する もの は、現代社会学に お い て も同様 に主要なテ

ー
マ

で ある。
一

見複雑 多様 で無意味に思われ る諸々 の 社会現 象に 、諸 々 の 原理 が 横た わ っ て お り、

論理 的な秩序が見 い 出せ るこ とで ある 。

　ア ロ ン に先立つ こ と75年、1892年にデ ＝ ル ケ ム は 「モ ン テ ス キュ
ーの 社会科学成立に対す る

貢 献」
10）

と い う論文 を書 い て い る 。 デ ュ ル ケ ム に と っ て は初期 の 論文 で ある 。 翌 年 の 1893年

に最初の 大著で学位論文 『社会分業論』が 出版 され て い る 。 デ ュ ル ケ ム社会学の 基本的な姿勢

や 方法論や 関心 の あ る研究対象が 、　 『社会分業論』に ほぼ表明 され て い る。また 1895年 には、

デ ュ ル ケ ム は彼独 自の 実証主義的社会学の 方法論 を 『社会学的方法 の 規準』に お い て詳細に 論

じて い る。したが っ て 、彼 の 研 究活動の 上 か ら モ ン テ ス キ ュ
ーに 関す る論文は重要 な意味 をも

っ て い る 。 デ ュ ル ケ ム が構築 する社会学 の 基本構 想は、モ ン テ ス キ ュ
ー

の 研 究か ら得られ た も

の が 大きか っ た と思 わ れ る 。 と こ ろ で 、デ ュ ル ケ ム の初期の 論文で は社会学 と い う語 を用 い ず、

社会科学や実証科学 を用 い て い る。当時の 学界 の 社会学 に対する批 判的風潮 に 配慮 して い る た

め であ り、 社会学 と同義で あ る．

　デ ュ ル ケ ム は前記の モ ン テス キュ
ーの研 究の序論 で、次 の よ うに述べ て い る 。

　「今 日、われわれ の 眼 を社会 問題 に 向け しめ た あの 情熱的力は 、す べ て
、 わが 国の 18世紀 の

哲学者た ちに由来す る もの な の で ある。こ の 輝か しい 著作者の
一

群の なか で は、モ ン テ ス キ ュ
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一
は 際立 っ た存在 で ある。実際、彼 こ そは、その著 『法の精神』に お い て 、 こ の新 し い 科 学の

諸原理 を確立 した の で ある 。

……彼が法 の 諸形 態 を解釈す る ため に用 い た 方法 は、他 の社会制

度に 対 して も妥当する 。

……法は社会生活 の 全体に 関係 をもつ もの で あ る か ら、 モ ン テ ス キ ュ

ー
は必然的に社会生活 をその あ らゆ る側面か らと り扱 っ て い る 。

……科学にそ の 対象、そ の 本

質、そ の 独 自の 方法 を 自覚せ しめ 、科学が成立 で きる た め の 基盤 を用意す る こ と もまた 、重 視

され るべ き こ とである 。 モ ン テ ス キ ュ
ー

が われわれの 科学に対 して なした貢献は、まさ しくこ

の 点 なの であ る。」
11｝

　デ ュ ル ケ ム は社会科学 （社会学）の 成立 に 必要な条件 として、まず一定 の 研究対象をもっ て

い る こ とをあげ る 。 社会科 学の それ は 、 社会的事実、す なわ ち法、習俗、宗教 などで ある。 社

会科 学の 目的は現実 に 存在す る もの に つ い て の 記述 とその 解釈で ある。社会科学はザ イン の 学

で ある。 「社会科学が現実 に存在す る た め に は、社会 が それを構成す る諸要素 の 本性 そ の もの

や、要素 の 配置か ら生ずる
一

定の 特質 をもつ こ とが 必要 であ り、こ の 特質が社会的事実の 源泉

で ある こ とが 必要で ある。」
12｝現実をあるが ままに 記述 するだ けで は な く、そこ か ら類型や 法

則を引 き出 して科学的に解釈す る方法が 必要 で ある。 デ ュ ル ケ ム は、モ ン テ ス キ ュ
ー

が 『法の

精神』 に お い て、 どの 程 度社会科学に 固有の 対象 を認め た か 、また 、 どの ように社会 を類型や

種に分 類 し た か 、さら に 、ど の 程 度社会的事実が
一

定の 法則に従 うと考 え た か を検討 して い る。

　 モ ン テス キ ュ
ーはすべ て の 民族の 法 、 慣習 、 慣行 （習俗）を研 究対象にす る。そ れ らの 起原

を明 らか に し、それ らの 物理的、道徳的原因 を発見す る た め で ある。彼は人々 の 意識や観 念 を

扱 わず、客観的 な社会的事 実に 研 究対象を限定 しよ うとす る。彼は社会的事実 の 現在 お よび 過

去 を知 り、解釈す るこ と を何 よ りも大切 な 目的 と して い る 。 彼以前の 学者た ちと異な り、モ ン

テ ス キュ
ー

は価値判断 を排除 して 、事実に 忠実で あ る社会科学的相対主義の 立場を とる。デ ュ

ル ケ ム は述べ て い る、

　 「モ ン テ ス キ ュ
ー

は、生活の 規則が 生活の 条件 と ともに変化 す る もの で あ る こ とを理 解 して

い る。彼はその 研究調査 に お い て 、さ まざ まな社会種 が 現 れて くる の を見たが 、それ はみ な正

常な もの で あ る こ とを知 っ て い た 。 それ 故 、 彼に はあ らゆ る民族 に 妥当す る ような規則を方式

化 す る こ とは 、思 い つ か なか っ た の で ある 。 彼は その 確立 した規則 を各種 の 社会の 固有の 本性

に適合 さ せ て い る 。

……彼 は 既 成の 事実 をす べ て是認 して い た の で は な い 。そうで は な く、彼

は適 切 な もの とそ うで な い もの を、事物 その もの か ら導 き出 した規範に 従 っ て 決定 して い る の

で ある。そ して こ の規範 は、こ うした理 由 に よ っ て、こ れ ら の事物の 多様性 に対応 して い た の

で ある。」
B 〕

それ ぞれ の 社会 には それぞれの 社会 の 本性、 い い か えれ ば 必然的な論理 の 存在 して い る こ と

を、モ ン テス キュ
ーは理解 して い る 。 彼 は各種 の 民族に お い て 施行 さ れ て い る諸々 の 法の 体系

も、人 間の 本性か らで は な く社会の 本性か ら由来す る とい う。 個 人生 活 に 関わ る もの を含め 、
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法の 規則お よび習俗 の 規範の すべ て は社会生活 の 所産であ る と、モ ン テ ス キ ュ
ー

は見なして い

る。デ ュ ル ケ ム の考 え方 と
一

致 して い る。

　モ ン テス キュ
ー

は社会 を分類 した の で は な く、社会が 統治 され る仕方を分類す る 。 共和政 （貴

族政 と民主政 を含む ）、 君 主政 、専制政 で ある。 こ れ らの 社会が 、単に統治者の 数や 公共業務

の 管理 に お い て 違 っ て い る ば か りで な く、それ らの 社会全体に お い て も相違 して い る こ と を、

彼 自身の 旅行や旅行者の 見 聞記や歴史的資料 などの 調査研 究か ら導 き出 して い る 。

　各社会は その 諸要素の 数、配置、融合度に お い て 相違 して い る が 故に 区別され る。共 和政 は

小都市に お い て可能で あ り、 そ こ で は 国民は相互 に平 等で 類似して さえ い る 。 私 有財産は制限

され、中庸 な生活条件 を備 え、社会体 の 諸部分間に は 分業は み られな い 。全員の 平等が 必然的

帰結 として全 員の 質素 をもた らす。国民が 主権者で ある か 、若干の 家族が 主権をもつ
。 君主政

は中程度の 規模 の領 土 にお い て可能で あ り、公 共生活上 の 諸機能ばか りか、私 生活上 の 諸機能

も、国民 の 諸階級に分有 されて い る。身分 の 多様性が共同 の 利益 を個 人的利益に 向け る傾 向が

あ り、分業 も非常に発展す る。君主が主権 をもつ が 、制定法に従 っ て こ れを行使す る 。 君主の

権 威は諸 階級や社会体の 諸機関に よ っ て制限 されて い る。専制政 は広大 な領土 に お い て可能で

あ り、社会構造は身分 や 階級 の 相違 を示 して い な い 。唯一者が 自らの 意志 と恣意に従 っ て 国民

を統治 して い る 。 彼 らは奴隷 としてすべ て平等で、恐怖心に よ っ て社会 に結び つ い て い る。

　 モ ン テ ス キュ
ーが 記述す る社会生活 の 3 つ の 形態 は 、 3 つ の 社会種 を構成 して い る。それ ぞ

れ の 社会 の 本 性 は 固有 の 差 異を描 き出す。 「相 違 して い るの は構造 の 原 理 ば か りで な く、生 活

全体 なの で ある 。 宗教 、 習俗 、 家族、結婚 、 教育 、 犯 罪 と刑罰 の すべ て は 、 共 和政 、 君主政 、

専制政 にお い て全 く異な っ て い る。」
14｝

　 モ ン テ ス キ ュ
ーは 主に 、社会の 状態は 主権 の 形態 （統治形態）の 所産 で あ り、それ に よ っ て

社会が定義 され る とする 。 主権の 形態 も社会の 本性の 現れ であるに もかか わ らず、 モ ン テ ス キ

ュ
ー

は それ らを同
一視 して い る。 また、それ ぞれ の 政体 を維持 し展開 して い る 「人間 の 情念」

を政体の 原理、原動力 と見て い る 。 共和政は徳 を原理 とす る民主政 と、節度 を原理 とする貴族

政 に分け られ る 。 君主政 は名誉を原理 とし、専制政 は恐怖 を原 理 とする 。

　 統治形態 の 自明性、つ ま り社会 的紐帯で は な く専 ら主権の 組成に よ っ て 、モ ン テ ス キュ
ーは

社会類型に ア プ ロ ーチ して い る 。 デ ュ ル ケ ム は 『社会分 業論』に お い て 、 成貝 の 同質性や社会

規模の 狭小性 に由来す る機械的連帯が支配的な伝統的社会 と、成員の 異質性 と社会規模の 広大

性 に 由来す る有機的連帯が 支配的な近代社会 との 、社会的紐帯に 着目 した社会類型論 を展開 し

て い る 。 モ ン テス キ ュ
ー

の 統治形態に よる社会類型 との 類似は著 し い
。 ただ、モ ン テ ス キ ュ

ー

に は社会類型 の 進化論的観点は乏 しい 。

　 モ ン テ ス キュ
ーは 法が 社会 の 形態に依 存す る と述 べ 、そ の 第

一
義的役割 を果 たす の は 社会 の

容量で ある規模や 人 口 量で ある と言 う。デ ュ ル ケ ム は、社会の 密度 と もい うべ き社会成員相互

の 人間関係 を、モ ン テス キ ュ
ーは 見逃 して い る と指摘す る。デ ュ ル ケ ム の 『社会分業論』で は 、
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社会の 容量 と密度の 増加 に よ っ て分業は発展 し社会 の 形態が 変化す る。伝統的社会か ら近代社

会 の 推移に つ れ て 、禁 止的法律の 諸類型 （機械 的連帯 に対応 ）は 減少す る
一

方で あ る が 、原状

回復的、協 同的法律の 諸類型 （有機 的連帯 に 対応）は著 し く発達 して い る 。 したが っ て 、 それ

ぞ れに対応す る社会的連帯の 基本類 型 の 推移が 立証で きる と、デ ュ ル ケ ム は考 える。

　 モ ン テ ス キ ュ
ーは ま た 、民族や 国民 の 人 口 数 、そ の 居住す る 土 地 の 地 勢、地質、気候、風土

な ど自然地理 学的な諸条件 に も法が 依存する とい う。 法は統治の 形 態 と依 存関係 に あ り 、 そ の

形態が 自然地理 学的な諸条件 に 規定 され るの も必然で ある。 モ ン テ ス キ ュ
ー

は そ の 必然 を 「事

物 の 本性」と い う。それは経験的世 界の 道理、原理 、法則の ようなもの で ある。気候、風土 へ

の 注 目は後の 環境論や 風土 論の 嚆矢をなす。デ ュ ル ケ ム は 自然環 境 を社会 的基体 と言 う概念 に

とどめ、社会的制度や 組織、宗教、道徳な どへ の 影響は論 じて い ない
。

　法 の 精神 とは何か。モ ン テス キュ
ー

の 『法 の 精神』 の 重大 なテー
マ で ある。彼 は、 「法は事

物 の 本性 に由来す るj とい う。 法は社会の 本性か ら生 じる とい うこ とで あ り、社会の 本性が 自

己 を具現する重 要な手段 で あ る 。　 『法の 精神』の 法は、モ ン テ ス キ ュ
ー

にお い て は社 会形成以

前の 人間の 本性か ら生 じる 自然法の 法 とは峻別 され た、あ る種 の 固有の 社 会の 状 態に根 ざ した

社会 の 法 であ る。と こ ろ が 、 モ ン テ ス キ ュ
ー

は社会 の 状 態 を法 の 動 力 因 として と らえ るよ りも、

目的因と して と らえる傾 向が 強 い
。

　「社会 の なか に 生 きるよ うに 作 られ て い なが ら、人 間は社会 の なか で他人 を忘れ る こ とが あ

りえ た。立 法者 は、政法、市民法 をもっ て彼 をそ の 義務に た ちか え らせ た。」
15｝

　 モ ン テ ス キュ
ーに よれば、立法者の 役割は国家が 向か うべ き目標 とその達成の 手段 を明 らか

に する こ とで あ る。習俗 は共 同生活 か ら自発 的に生 まれ るが、法は立法者 の 特別 の 意志 に よ っ

て制定 されなければな らな い 。す る と、法は社会の 本性か ら生 じて い るに もか か わ らず、社会

の 本性 を主法者の 意志 に よ っ て左右 しか ね な い
。 モ ン テ ス キ ュ

ー
はそ の 矛盾を、法の 目的因を

強 調する こ とで妥協す る。つ ま り、法は 立 法者が 社会 の 本性 に か な っ た もの を想定する手段 と

して とらえられて い る 。 社会の 本性 を主権の 形態や 法 と同
一

視す る傾向か ら派生 す る問題で あ

る 。

　デ ュ ル ケ ム に よれ ば、　「共 同生活は社会が お か れ て い る条件に 従 っ て 、必然的に
一

定の 形態

をとるように決 め られて い る 。 こ の 形態 を表現する の が 法で ある 。 それ故、法は 同 じ必然性 を

もっ て動 力因か ら生 じる。」
16）法は共同生活か ら生 まれ、共同生活 を強化 し て い る。法は明確

に規定 された 習俗に ほ か な らず、法 と習俗は 同根 で あ る。それは ある社会種 に 固有の 集合的心

性の 集合 意識 で あ る。成員に共有され て い る信念や 感情や理 想で ある。こ の よ うにデ ュ ル ケ ム

にお い て は、法は他 の 社会現象や社会的事実 と同様に 、諸々 の 原因か ら
一

種の 物理的必然性 に

よっ て生 じて い る。 デ ュ ル ケ ム が研 究活動の 初期 に強調す る、社会的事実の 起原に 注 目す る因

果分析を重要視する姿勢が うか が える 。
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　寺林 ：モ ン テ ス キ ュ
ーとデ ュ ル ケ ム

　立法者の 意志に関連 して 、デ ュ ル ケ ム の 人 間観は社会的存在 と個人 的存在 の 二 元論で ある。

社会的存在 として の 人間は 、個人が 所属 し構成 して い る社会 を表象す るが 故 に非経験的要素 を

も含む 、集合的観念や 感情の 体系 （集合意識）を内在化 さ せ て い る と こ ろ の 道徳的存在で あ る 。

個 人的存在 として の 人 間は 、 全 く個 入 的な経験 的生 活に の み 関わ る精神状 態か ら成 り立 っ て い

る利己的存在 で ある。前者は 人間 の 尊厳 を基本理念 とする道徳的個人主義に、後者は 利己的個

人主義に概念化 され る 。 立 法者の 意志 を社会的存在の 意志 と理解すれば、それは 社会の 本性か

ら大 き く逸脱す るこ とは ない 。モ ン テ ス キ ュ
ー

の 三権分立論 に言及 で きな い が、彼 の 「権力分

割の 理論」に は、単に権力論 として で はな く人間性に 対す る深 い 洞察が ある。諸 々 の 権力 を相

互 に競争 させ て 、
一

方的支配を防 ぐ。人間を社会の 本性か ら逸脱 させ な い た め に 。 デ ュ ル ケ ム

の 社会観や人間観の 根幹に 関わる影響力 を、こ こ に見 い 出すこ ともで きるだ ろう。

　モ ン テ ス キ ュ
ー

は 「事物の 本性 」 と事物 （社会的事実）の 正 常な形態の 間に は、論理 的な関

連が あ り、した が っ て 後者は前者に 含 まれ る と考 えて い る。ある社会種 の なか で
一

般的で あ っ

て 、 そ の 社会種 の 存続 を可能ならしめ て い る社会的事実は正常 で ある 。 正 常 と異常 の 指標を「事

物 の 本性」ある い は事物 自体 の なか に求め て い る点で 、デ ュ ル ケ ム の 社会病理学 は モ ン テ ス キ

ュ
ー

を継承 して い る。

　 モ ン テ ス キ ュ
ー

に よれば 、 社会的事実が 正 常で ある と こ ろ で は ど こ で も、 それ は必 然的法則

に 従 っ て 生 じて い る。こ の 必然性 は正常 な状態か ら逸脱す る時は じめて停 止す る。逸脱 した病

的状 態は法の 外に あ り、科 学の 対象の 外 に あ る。とは い え、モ ン テ ス キ ュ
ーは 、ある社会種 に

普遍的なもの が 、一定 の 必然性に対応 しな い で存在す る こ とが で きな い こ とを十分理 解 して い

な い 。立 法者が 法を侵害す る不思議 な力を認め て い る が 、デ ュ ル ケ ム に よれば、その 侵害は 立

法者の 勝手気 ま まで な く、 社 会 の 本性 の 実現 の 補助 に な っ て い る場合 の 多い こ とを論証 して い

る 。 社会革命的行動 と単 なる逸脱的行動 の違 い に つ い て、デ ュ ル ケ ム は留意 して い る 。 モ ン テ

ス キ ュ
ー

に は、人間が なすべ き こ とを規 定す る規則 と法 とを混同す る傾 向は あ るが、彼は あ く

まで歴史的経 験 的事実 に依 拠しな が ら 、 諸 々 の 社会種 を記述 し説明 しよ うとする 。 あ るが まま

の 自然や社会 を無視 して 、別 の 自然や社会 を設定す る こ とは ない 。

　『法の 精神』に お い て 、モ ン テ ス キ ュ
ー

は さ ま ざ まの 民族の 歴史か ら実 に 多くの 事実 を収 集

し、それ らを相互 に比較 対照 した の は、そ こ に なん ぢか の 法則 を見 い 出すため である。 と くに、

多種多様 な民族が遵守 して い る法の 比較が 中心 で ある e モ ン テ ス キ ュ
ー

の 法則 を導 き出す方法

は、帰納法よ り演繹法に重要性が ある。帰納か ら仮定 され た法則 （仮説）と大体合致する い く

つ か の 事例 をひ き合 い に出すこ とで満足 して い る。 演繹が 終 わると証明 も大体終 了 した と考 え

て い る。もち ろん、モ ン テ ス キ ュ
ー

が社会科 学の なか に は じめ て帰納法を登 場 させ た 意義は大

き い
、

　 モ ン テス キ ュ
ーに お ける進歩の 観念の 欠如 に つ い て は 、次の ように 考 えられ る 。 彼は社会生
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活の 原動力 として現実の 社会状 況や 環 境 的状 況 に の み注意を払 っ た ため、歴史的過去 か らの 蓄

積 に よ る文化的継続性 を看過 した と思わ れる。また、モ ン テ ス キュ
ーの 故郷 ボ ル ドー の 思想的

先達で あ る 、
モ ン テ

ー
ニ ュ の 相対主義の 影響 も考 えられ る 。 彼 の 社会科学 的相対主義 は価値観

の 相対主義に つ なが り、人間的理性 と社会 の 進歩に は懐 疑的 であ っ た。

　デ ュ ル ケ ム は前記の 論文の 結論の と こ ろ で 、次の よ うに述 べ て い る 。

　「社会科学 の 基本原理 が は じめ て確立 した の は モ ン テ ス キ ュ
ー

に お い て で あ っ た こ とは確か

な こ とで ある。……
モ ン テ ス キ ュ

ー
は単に、社会的事実が科 学の 対象で ある こ とを理 解 したば

か りで な く、こ の 科学の 成立 に 不可欠な基礎概 念の 確立に も貢献 した 。こ の 基礎概 念 とは、類

型 と い う概 念 と法則と い う概 念の 二 っ で ある 。」
m

　 モ ン テ ス キ ュ
ー

の 共 和政 、君主政 、 専制政 とい う統 治の 形 態の 分 類は 、 それ ぞれ の 社会種 の

相違 を説明 して い る。主権 の 組成、つ ま り政治に着 目し重要視 したが、モ ン テ ス キュ
ー

に と っ

て 、政 治、宗教、道徳、習俗 な ど が ひ とつ の 全体 をな して い る 。 こ れ らの 政体 を基 本類型 と し

て 、 諸々 の 民族や社会 を比 較 して い る 。 分 析枠組 と して の 類型 の 意義を、デュ ル ケ ム は高 く評

価 して い る 。 た だ、専制政の ある社会種 に おけ る必然性 を理解 しなが らも、専制政 を異常な も

の で あ る とす る モ ン テ ス キ ュ
ー

の 考 えは 、 価値 判断 を排除 した 理 念型 と して の 類型の 本質 と両

立 で きな い 欠点 をもっ て い る 。

　 モ ン テ ス キ ュ
ー

に と っ て、社 会は 人間の 恣 意に よ っ て組織 され て い る訳で もな く、偶然的 な

原因に 左 右 され て い る訳 で もな い
e 表面 上 は 多様な変化に 富む よ うに み え るが 、 そ こ に は必 然

的な秩序が 存在 し、法則 を見 い 出すこ とが で きる 。　 「事物 の 本性」か ら由来す る故に 、合理的

で正 常な法が働 い て い る。 モ ン テ ス キ ュ
ー

は社会生活に お け る逸脱や偶然性 を、社会 的な連関

や脈絡な しに認め る こ とが あるが 、基本的には社会生活に おけ る法則の適用 性 を認 め て い た 。

類型や法則の 概念に よっ て 、モ ン テス キュ
ーは社会科学 （社会学）の 先駆者に ふ さわ しい 資格

を得 て い る。

4 ． おわ りに

　前章に お い て 、デ ュ ル ケ ム の 初期 の 論文 「モ ン テ ス キ ュ
ー

の 社会科 学成立 に対す る貢献」 を

手掛 りに して 、デ ュ ル ケ ム が モ ン テ ス キ ュ
ーの 『法の 精神』 をい か に 解釈 し、い か な る影響 を

受けて い るか を見て きた。こ の 小論 の は じめ に述べ た ように、デ ュ ル ケ ム の社会学の 形 成 と展

開に モ ン テ ス キュ
ーが 広 く深 く影響 して い る こ とは 明 らか で ある。サ ン ・シ モ ン や コ ン トを経

由 する モ ン テ ス キ ュ
ー

の 影響 を推量すれ ば、デ ュ ル ケ ム に と っ て モ ン テス キ ュ
ー

は コ ン トに匹

敵する重要 な社会学 の 先達 で ある。

　前記の モ ン テス キ ュ
ー研究の 論文で は論 じられて い ない が 、デ ュ ル ケ ム の 集合意識 との 関連

で興 味 深 い 、モ ン テ ス キ ュ
ー

の
一般精神に つ い て述 べ て お きた い

。 モ ン テ ス キ ュ
ーは 『法の 精
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寺 林 ： モ ン テ ス キ ュ
ーとデ ュ ル ケ ム

神』（第19篇、 第 4 章）の な か で 、 次 の よ うに述 べ て い る。

　「多くの もの が 人間 を支配 して い る。風土、宗教、法律、統治の 格率、過去 の 事例 、 習俗、

生活様式。それ らか らそれ らに 由来す る
一

般精神が 形成され る。各国民にお い て は、これ らの

原 因の
一

つ が よ り大 きな力 をもて ば もつ ほ ど、他 の 原 因 は それに譲 歩す る。 自然 と風土 は ほ と

ん どそれ だ け で未開人 を支配 して い る。生活様式が 中国人を支配 して い る。 法律 は 日本に 暴政

を布い て い る。か っ て は習俗が ス パ ル タ人に 範 を示 して い た 。
ロ
ー

マ で は統治の 格率 と古 い 習

俗が 範 を示 して い た 。 」
18）

　モ ン テ ス キ ュ
ー

に よれば 、
一般精神は、自然的、社会的諸要 因の 総和の なか に あ るもの で 、

当該 の 社 会 を強力に統 合 した り他の 社会 を敵対的に 排 除す る 決定的な支 配的要 因 で は な い 。一

般精神の 変化 に つ い て は柔軟に考 え られてお り、時代状況次第の 感が す る 。 む しろそれ は 、 あ

る共 同社会の ある生活様式が 長年に よ っ て積 み 上 げ て き た 多様な影響の 現れ で ある。また、一

般精神は モ ン テス キ ュ
ーが 政体の 原理 で あ り原動力で ある とした人 間の 情念 と深 い 関係が あ る 。

政 体 を維 持 し展開 して い る情念 も一般精神 に含 まれ る。 した が っ て、
一

般精神 は人 々 の 生 活様

式に 現れ て い る信念や 信条の よ うな もの 、広義に解釈 すれ ば文化 で あ る。先に述 べ た 、デュ ル

ケ ム の 集合意識 （集合表象 とも い わ れ る〉の 概念内容 と重なる部分 は大 きい
。 デ ュ ル ケ ム は 社

会 とは集合意識であ ると まで主張 して お り、デ ュ ル ケ ム の 概念の 方が社会統合 的意味が 強 い 。

　モ ン テ ス キュ
ーの

一
般精神 よ りも、ル ソーの

一
般意志 が デ ュ ル ケ ム に与えた影響は大 きい と

思われ る。一般意志は個 人の 自由意志 に よる社会契約 で形成 され る公共的我で あ り、 個人意志

の 単なる総和で ある全体意志 とは峻別 され る。デ ュ ル ケ ム の 集合意識の 着想は 、こ の ル ソー
の

一般意志の 着想 と同 じで ある。 しか し、
一

般意志 は常に正 し く不変で ある と定義さ れ る と、観

念論的意味が 強 くな り、集合意識 と相 い れ な くなる 。

　 ル ソーの デ ュ ル ケ ム に 与えた影響に つ い て は 稿 を改め る が 、ル ソ
ー

の 影響 もモ ン テ ス キュ
ー

の 影響 に劣 らぬ もの が あ る。デ ュ ル ケ ム は モ ン テ ス キ ュ
ーを研究す る こ とで 、彼独 自の 実証主

義的社会学 を構築す る た め の 方法論 と研 究対象を明 らか にする こ とが で きた。他方、デ ュ ル ケ

ム が 研 究活動の なか で 大 きな精力 をつ ぎ込む教育 の 研 究にお い て 、ル ソーの 影響は非常に 大 き

い 。デ ュ ル ケ ム の ル ソー研 究は い つ か ら始め られた か 明 らか で は な い が、死 の 直面 まで 取 り組

ん で い た こ とは知 られ て い る。彼が 晩年ル ソ
ー

研 究に心 血 を注 い で い た こ とは確か で ある。「ル

ソーの 社会契約論」 とい う長論文 は あるが、ル ソー
の 『エ ミ

ー
ル 』に関する論文は 未完に終 わ

っ て い る。ル ソ
ーの デ ュ ル ケ ム に与えた影響 は、モ ン テス キュ

ーとは異な D 、 人間性や 社会の

本質に 関わるル ソーの 社会学的 な考察で あ る 。 人間が 幸せ に生 きる条件とは何 なの か 。ル ソー

の 関心事 とデ ュ ル ケ ム の 関心事は つ な が っ て い る 。 デ ュ ル ケ ム と啓蒙思想の 関わ りを 、 次 の よ

うに言 うこ とが で きる 。 デ ュ ル ケ ム は モ ン テ ス キ ュ
ー

研究か ら始め、ル ソ
ー

研 究で終 わ っ た。
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